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台
所
や
ト
イ
レ
、
風
呂
場
な
ど
か
ら
の
汚
れ
た
水
が
、
そ
の
ま
ま
側
溝
等
に
流
れ
る
と
悪
臭
や
環
境

破
壊
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
３
月
末
現
在
、
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
事
業
で
下
水
道
を
整
備
し
た
区
域
で
の
水

洗
化
率
（
接
続
率
）
は
95
％
。
残
り
の
５
％
の
方
が
未
接
続
と
な
っ
て
い
ま
す
。
美
し
い
自
然
と
清
潔

で
快
適
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。
併
せ
て
下
水
道
区
域

外
で
の
浄
化
槽
の
設
置
・
水
洗
化
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
浄
化
槽
の
設
置
に
つ
い
て
は
補
助
制
度

が
あ
り
ま
す
。

◎ 

下
水
道
へ
の
接
続
工
事
は
町
指
定
工
事
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
町
の
施
工
基
準
に
従
い
適
正
で
安

全
な
工
事
を
す
る
た
め
、
責
任
の
持
て
る
業
者
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

◆ 

側
溝
等
が
清
潔
に
な
り
、
蚊
や
ハ
エ
な
ど
が
発

生
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

◆ 

不
快
な
臭
い
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
汲
み
取
り
便

所
を
水
洗
便
所
に
す
る
こ
と
で
、
悪
臭
が
な
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
幼
児
で
も
安
心
し
て
使
用

で
き
ま
す
。

下
水
道
使
用
料

　

下
水
道
を
使
用
す
る
と

使
用
料
が
か
か
り
ま
す
。

料
金
は
下
の
表
の
と
お
り

で
す
。
２
カ
月
に
一
度
、

水
道
料
金
と
併
せ
て
請
求

し
ま
す
。
使
用
料
の
納
付

は
、
便
利
で
安
全･

確
実

な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

建
設
整
備
課

　

☎
47
・
８
０
０
３

下水道使用料（2カ月分）

区　　分 基本料金 人数割金額
（1人あたり）

水量割金額
（1㎥あたり）

一般住宅 2,730 円 1,260 円

事業所等（20㎥まで）2,730 円
（21㎥から）
163.8 円

　
誤
っ
た
使
い
方
を
す
る
と
設
備
が
故
障
し
た
り
排
水

不
良
が
起
こ
っ
た
り
、
結
果
的
に
家
庭
で
の
費
用
負
担

が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
常
点
検
や
清
掃
も
含

め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。 

・ 

生
ゴ
ミ
、
調
理
ク
ズ
、
食
用
廃
油
、
危
険
物
、
髪
の

毛
な
ど
を
流
さ
な
い
。

・ 

台
所
や
浴
室
等
に
設
け
て
あ
る
汚
水
ま
す
や
排
水
管

を
定
期
的
に
点
検
し
清
掃
す
る
。

・ 

水
洗
ト
イ
レ
で
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の

物
は
流
さ
な
い
。 

・
汚
水
ま
す
に
雨
水
を
流
さ
な
い
。 

下
水
道
使
用
上
の
注
意
点 

下
水
道
に
接
続
す
る
メ
リ
ッ
ト

下
水
道
に
未
接
続
の
方
へ
の
お
願
い

下
水
道
に
未
接
続
の
方
へ
の
お
願
い

活動理念
　南越前町に来て２カ月間、町のあちこちへと駆け回り、走りながら考え続けたことを踏まえ、私は活動理
念として「『ひとの輪』を創り、そして『ひとのバネ』へと繋げる」という言葉を掲げさせていただきました。
私の協力隊としての使命である「観光ルートづくり」を通して、南越前町の一体感を出し、観光客が町全体
を周遊できるような道を作り上げたいという意志を「輪」という言葉に込めています。さらに、観光客に南
越前町を好きになってもらい、リピーターとして何度も訪れてもらうことによって、町の一体感や観光客の
気持ちを深化（進化）させていきたいという意志を、輪が螺旋状になって深く進んでいくイメージである「バ
ネ」という言葉に込めています。
　「輪」と「バネ」をつくるためには、中心となる「軸」が必要です。私は、町が一体となるための軸を作
ること―例えば個別の施策を貫く町のテーマを見つけ出すことや、深化を継続させていくための仕組みづく
り等に取り組んでいきたいと考えています。これを実現するには、町の理解や経験等、さまざまなハードル
がありますが、そのようなことに臆せず、"Open Mind"（＝オープンマ
インド＝多くの価値観を受け入れること、また心を広くすることの意）
の精神を胸に、じっくりと事に当たっていきたいと思います。
新しい観光ルートづくりについて
　本年度予定されているホノケ山トンネル開通は、これまで観光ルー
トとしてはほぼ分断されていた南条・河野・今庄を繋ぎ、３地区での
連携や相互効果を発生させるチャンスです。これに合わせ、これまで
にない新しい価値観や旅のあり方といった切り口で観光ルートを提案
し、３地区の一体感の醸成に繋げます。

めちぜんレポート（南越前町地域おこし協力隊活動報告書）（南越前町地域おこし協力隊活動報告書）
隊員１号　川　村　博　俊

▲活動指針報告会


